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1 ． は じめ に

　10〜 14世 紀の 韻律文献 に は ア パ ブ ラ ン シ ャ 語 （Ap ） の 韻律 の 記述 が 豊 富に見

られ る が 不
一

致な点 も多い ． しか しそ の 不
一 致 は 韻律の 使 用実態の 多様性 を示 し

て い る とも考え られ る．
一

方 ， 現存する Ap の 文献 に は 言語特 徴 の 点 で 様 々 な変

異 を含み
， 文献間 の 関係 の 整理 は 困難で ある． そ こ で 本稿 で は Ap 文献整理 基 準

の
一

つ と して 韻律 の 相 違 の 利用 を検討 す る． 特 に実 際 に多用 され た ラ ッ ダー律

（Radda ）， パ ッ ダ デ ィ カー律 （Paddhadika）， ラ
ー サ カ律 （Rdsaka）の 3 つ を取 り上 げ

そ の 推移 を確認 する． さ ら に Ap の ジ ャ イナ 教 説話 の 主 要韻 律 で あ っ た パ ッ ダ

デ ィ カ ー律の 構造 が実 際の 作 品の 中で ど う変化 して い っ たの か を 追 う．

2 ． 主 た る韻律の 移 り変わ り

Ap の 韻律 に言及す る韻律書 の 多 くを校訂 した ヴ ェ
ー

ラ ン カ ル は イ ン ド語の 韻

律 は右 図の よ うに 変化 した と して い る
1）
．

す な わ ち本来音節数で 韻律 と して の 形式 を

制 御 して い た （ヴ ァ ル ナ ・ヴ リ ッ タ）が ，
主

に 音楽の 演奏と ともに歌 わ れ る こ とに よ り，

音節の 時間的な長 さ （音量，kala，　matra ）に よ

る 制御 が 部分 的 に 導入 され （ヴ ァ ル ナ ・ヴ

リ ッ タ）， その 後 よ り時間的な長さが支配的

に な る （マ ー トラー ・ヴ リ ッ タ） とい う流れ

を想 定 して い る． Ap の 韻律の 変化 は こ の

マ
ー

トラ
ー ・

ヴ リッ タ 内部の 発展 とみ な し

図 1　主 た る韻律の 変遷

　　 　　 　α a 闇 閉 1

アク シ ャ ラ
・ヴリ ンタ 〔晋節数で鮒

＿ 」■■レ
〈
−
L星響

B 膃 111：

　　ヴァ ノレナ ・ヴリ ッ タ

（音節数と音節の 長短 で 規定）

畢

マ ートラ
ー・ヴリッタ （音量で親定）

うる ． 次項 で Ap に 言及す る各韻律書 の 記述 を確認 し， 表 1 に ま とめ る ．
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3． 主要な韻律と韻律書 の 記述一 時期 と内容に基づ き 3群に分類する

　 A 群 『ジ ャ
ー ナー シ ュ ラ イ ー （Jiindsrayi： Jn．）』6〜 7世紀 ， 『ヴ リ ッ タジ ャ

ー
テ ィ

サム ッ チ ャ ヤ （吻 切祕 α吻   卿
： Vjs．）』7世紀以 降／ B 群 『ス ヴ ァ ヤ ン ブ

ー
チ ャ ン

ダス （Svayambhfichα ndas ； Sb．）』8〜9世紀 ， 『チ ャ ン ダハ シ ェ
ー

カラ （ChanddSekhαra ：R．）』

11世 紀 ， 『チ ャ ン ドー
ヌ シ ャ

ー サナ （Chand・・
’
nuSidSana ： H ．）』 12世紀前半 ， 『カ ヴ ィ

ダ ル パ ナ （Kavidarpa4a ：Kd ．）』13世紀／ C 群 『チ ャ ン ダ ハ コ
ー シ ャ （ChandahkoSa： Ck．）』

14世紀後半 ， 『プ ラ
ー

ク リ タパ イ ン ガ ラ （P瀲 遡 ρα砌 gα1α ： Pp．）』14世 紀後半

ラ ッ ダー 律 ， ヴ ァ ス トゥ 律 ： 5 句律 ＋ ド
ー

バ ー 律が 基本形

　Vjs　4．31　2）こ れ らの （5 句構成 の ）
3）

マ ー トラ ー律の 最後に ドヴ ィ パ タ律
4）

が くる

場合 ， その 韻律 は ラ ッ ダ
ー律 とい う名称 で示 され る ， と詩人 た ち は韻律につ い て

述 べ て い る ．／Sb．4．115）全 て の 韻律形 式 と混合 して い る場合 ， そ れ をパ フ ル ー

パ 律 と呼 ぶ ． も しその ドヴ ィ パ タ カ 律 が そ の 最 後 にあ り， 9 つ の 句が で きた 場

合 ， そ れ をヴ ァ ス トゥ律 や ラ ッ ダ
ー
律 と呼ぶ ． ／ R ．5．IS6） こ れ ら全 て の 形式 と混

合 され うる韻律 をパ フ ル ー パ 律 と呼 ぶ ． そ の 後 に ドー バ カ律が きた場合 ， ラ ッ

ダ ー律 あ る い は ヴ ァ ス トゥ 律 とな り， 9 つ の 句を もつ 韻律が で きる． ／H ．5．237）

それ らの （5 つ の 句の ） うち 3番 目が 5番 目 と韻 を踏 み ， そ の 後に ドー バ カ律 な ど

が加 わ れ ばヴ ァ ス トゥ律や ラ ッ ダ ー 律 とな る． ／Kd ．2．358＞ ヴ ァ ス トゥ律 と ドー

バ ー律 あ る い は ドー バ ー律 と ヴ ァ ス トゥ ヴ ァ ダ ナ 律 ， ドヴ ィ パ デ ィ
ー律 と ギ ー

テ ィ 律 （の 組み合 わせ ）は ドヴ ィバ ン ギ
ー とな る． ド

ー
バ

ー
律 とマ

ー
トラ ー 律の

組 み合 わせ もヴ ァ ス トゥ律 と呼ぶ ．／ Ck ．349）最初 の 句は 15 マ ー トラ ， 3 番 目 と

5 番 目 も同様 に． 2 番 目と 4 番 目は 11 マ ー トラ と され る ． 全部で 67マ ー トラ と

な っ た韻律 を ラ
ー

ダ カ と呼ぶ ． ／Pp．1．133　iO）最初 の 句 は 15マ
ー

トラ で 終わ り，

2 番 目は 12 マ ー トラ ， 3番 目は 15 マ
ー

トラ ， 4番 目は ll マ ー トラ
，
5 番 目は 15

マ ー トラ と知 れ。 全部 で 68マ ー
トラ とな り， そ の 後 に ド

ー
バ ー律 を つ なげ よ，

そ れで ラ
ー ジ ャ セ ー

ナ律 の 完 成で あ り ， そ れ は ラ ッ ダ
ー
律 と も呼ば れ る ．

パ ッ ダデ ィ カー 律 （な どの 16 マ
ー トラ型韻律）： 各句が 16 マ

ー
トラ の 韻律． 規定上

は 4 句 （catUspadi ）で あ る が， 実際 に は 2 句が 主 ．

　Sb．6．12911）16 マ ー トラ な ら ばパ ー ダ ー ク ラ カ 律 ， 6 ・4 ・6 マ
ー

トラ な らば サ

ン クラ カ 律，
4マ ー トラ （の ガ ナ）が 4 つ で あればパ ッ ダテ ィ カ ー 律で ある と知れ ．

／ Sb．8．1512）パ ッ ダテ ィ カ ー律 を作 る場合 ， 各句 に 16マ
ー

トラ 含 ませ る．2 句 ご

とに 韻 を踏 ませ
，

カ ダ ヴ ァ カ は 8 つ の 韻 の ペ ア で 作 られ る． ／R．5．17313）4 マ
ー
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トラ の ガ ナが 4 つ で あれ ばパ ッ ダデ ィ カー 律で あ る． ／H ．3，7314）4 マ ー トラ の ガ

ナ を 4 つ ， 奇数句 で は v −vv −vvvw が 許 さ れず ， 末尾 で 韻 を踏 むの がパ ッ ダテ ィ

律で あ る ．4 マ ー トラ の ガ ナ を 4 つ
， 句末で 韻 を 踏め ばパ ッ ダ テ ィ 律 で あ る ．

パ ッ ダ テ ィ カ
ー

律は ま た 別 で あ る． その 規則 で は奇 数句 に は jaガ ナ （V −V ）を 置

けず， 句末 に は jaガ ナ と 4短 音節 が くる ． ／H ．　6．3115）4 マ ー トラ の ガ ナ を 4 つ

で
一 つ の 句 を作 る とパ ッ ダ デ ィ カ

ー
律で あ る． ／Kd 　2．2216）4 マ

ー
トラ （の ガ ナ）

4 つ で パ ッ ダデ ィ カ ー 律 で あ る ． 句 末 の ガ ナ は 中 央 に 2 マ
ー

トラ （v −v も し くは

ww ）， 奇数句 に jaガ ナ は こ ない ．4 ＋ 4 ＋ 5 だ とカ ン ダ律 ， 5＋ 5＋ 5＋ 5 だ とマ ダ

ナ
ー ヴ ァ タ ー ラ律 で ある． ／Ck．36　17） 16 マ ー トラ の 句 を 4 つ 配 置 し， 句 末 に ja

ガ ナ を置 く． 全 部で 64マ
ー

トラ を数 え る ． そ れ を パ ッ ダ デ ィ カ ー律 と理解 しな

さい ． ／Pp．1．12S　i8）4 マ ー トラ の ガ ナ を 4 つ 置 き， 各句末に は jaガ ナ
19）

を置 く．

4 つ の 句が 同 じマ ー トラ 数の もの が パ ッ ダデ ィ カ
ー

律 で あ り， 全 部で 64 マ
ー ト

ラ に な る， （それ を聞けば） 月か ら光が ほ とば しる （pajjharai）．

ラ ー サ カ律

　（A ）古 ラ ー サ カ律 ： Jn．5．69−7220）23 マ ー トラ だ とバ ン グ ラ ー サ カ 律 で あ る ．

句末は 長音節 とす る ． 長音節 を句 末 に 有す る 23マ
ー

トラの 韻律 は バ ン グ ラ ー サ

カ と名付け られ る ， 12マ
ー

トラだ とア ヴ ァ ラ ン バ ナ律 で あ る． 各句 末 の ほ とん

どが長音節で あ る． 二 つ 合 わ さ る とラ
ー サ カ律 で あ る． バ ン グ ラ

ー
サ カ 律 とア

ヴ ァ ラ ン バ ナ 律 の 二 つ が あ れ ばラ
ー

サ カ と呼 ば れ る ． （B）21マ
ー

トラ の ラ
ーサ

カ律 ：Sb．8．2S　2D 　21マ
ー

トラの 配置が 自由だが ， 14 マ ー トラで ガ ナ を切 り， 休止

とす る． こ れが 完全で よ り美 しい ラ
ー サ

ー ・バ ン ダで ある． 短音節 3 つ で 終 わ る

と よ り甘 美 で あ る． H．5．322）18 マ ー トラ と na ガ ナ （vvv ）で 14 マ ー トラ に 休止

が あれ ば ラ
ー

サ カ とい う． （C）23 マ ー トラ の ラ ーサ カ律 ：H ．5．423）4 マ ー トラ が

5 つ に 短長．／ Kd ．2、23鋤 5 マ ー トラが 2 つ
，
4 マ ー トラ が 2 つ

，
3 マ ー トラ が 1

つ で ガ リ タ カ律 ．3 マ ー
トラが 2 つ

，
4 マ ー トラ が 3 つ

， 3 マ
ー

トラが 1 つ
， 長

音 節
一

つ で カ ン ジ ャ カ律 ．4 マ ー トラ が 5 つ に 短長 で ラ ーサ カ 律 となる ．

　 以 上 を まとめた表 1を見 る と B 群 の 末期で あ る H 周辺 で 大 きな変化 が 現 れ て

い る． 主 に音量で 制御す る マ ー トラ ー ・ヴ リ ッ タ に再 び以前 の 短 長音 節の ガナ に

よ る制御が 導入 さ れ て い る ． その 原因 と して は Ap 文学 が文章語 と して 確立 して

い く際 に サ ン ス ク リ ッ ト語文学 の 影響 が強 く出た可 能性な どが 考 え られ る．
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4 ． 各テ キ ス トとの 照合

　　本稿 で は以 下 の 5 作 品の パ ッ ダ デ ィ カ ー律 を含む 16 マ ー トラの 韻律 の 句末ガ

ナ を調査 した ． ヴ ィ ク ラモ ー ル ヴ ァ シ ー ヤ （　Vikram・rvaSlya ）の Ap 部分
25）5 世紀

／パ ウ マ チ ャ リ ウ （Paumacariu ）8〜9 世紀 ／ サ ラ バ （Saraha） の ドー ハ ー コ ー シ ャ

（D ・hdk・sa）10〜 11世紀 ベ ン ガ ル ／ タ ン トラ サー
ラ （Tantrtzsfira）10世紀 カ シ ミー

ル ／ハ リセ ー
ナ チ ャ リウ （Harise4acariu）13世紀 ごろ ． 調査 結果 は表 2 で 示 す．

　　そ こか ら次の 2 点が 推測で きる． まず ，
ス ヴ ァ ヤ ン ブ ー を契機 に jaガ ナ が 16

マ ー トラ韻律の 主要句末ガ ナ と された こ と． そ して カ シ ミー ル や ベ ン ガ ル とい っ

たイ ン ド西部か ら離れ た地 域 で は，それが 広 まらなか っ た とい うこ との 2 点で ある ．

1）Jayadfiman（1949）Intro．
，
　Chando　

’
nuSaSana （1961）Intro．　　　 2 ）eahu 　mattahu 　antimau ！

javvihi　duvahau　bhodi／to　tahu 頃me 叩 radda 　phudu　1　chandai 　kaiapu　bhrodi〃 Vjs．4．31　et窃sErp

mEtr5 ロ盃m 　antimo ／yad互 dvipatho　bhavati　1　tad5　tam 　na 　n 互 raddarp 　sphutarp 　1　chandasi 　ka両ano

vrilte 〃　　 3 ）直前 まで 5句 （paficapadi）の マ
ー トラ

ー
律 を説明，　　　 4 ＞韻律 は

14
， 12， 14，12． ドー

バ ー と類似 だが 奇数句は 4＋ 4 ＋ 4 ＋ 一，偶数句 は 4 ＋ 4＋ 一の 制 限有

り．　　　 5）j5vi　missi 　savvanOehim 　！　sa　bharpOai　bahuriia　1　antaammi 　jai　tie　duvahao ／sapasid −

dh互 pavacalarpa／ehu 　vatthu 　va 　raqdo 　vi　j鋤 ai ！1　Sb　4．11　yapi　miSra 　sarvarlipaih ／sa　bhapyate

bahurUpa！ante　yadi　tasy磊b　dvipathakah／suprasiddha 　navacararpa ！eSa 　vastuh 　ra¢｛垣pi　j且蕊yate／1
6）y互vimi ≦raih 　sarvarOpaih 　sy 巨t／sE 　bhapyate　bahunipE！bhaved　5s巨rp　dohako ’

nte 　tu　1　raddes 互

vastv 　athavE 　／　bhavati　prasiddhanavacaraq5〃R5 ．15．　　　 7 ）窃曲 p 頓 iyasya　paicamen互nupr 互se
’
nte 　dohak盃di　ced　vastu 　raddE 　v盃〃 H ．5．23 巨s巨lp　m 互trad血iilp頃 yap訌dasya　pa五camena 　p亘den巨nte
’
nupr 巨se

’
nte 　dohak巨padohak 蕊vadohak 巨S　cet　tadE　ra （Jd五 vastu 　v 五 ！yath蕊 ／1u（翼hidu　ca叩 da−

pavillipallamki，　sarpmilidu 　lava毋 gavapi，　khalidu　vatthuramarpiyakayalihirp ／ucchalidu 　pha −

4ilayahi叩 ，　ghulidu　saralakakkolalavalihir ロ 1！cu 卑 vidu 　m 互havivallarih加 ，
　pulaidakfimisariru！

bhmarasaricchau　sa叩 carai
，
　raddau 　malayasamiru 　／！　　　 8 ）vatthu 　ya　doh互doha　ya　vatthuvaya −

pa　taha　ya　duvaigiio！hu叩ti　duha叩 gi　n 盃m 互　vatthU 　doh5ijuyamattE　f／　Kd　2．35　vastu 　ca 　doh巨；doh巨

ca 　vastuvadanalp ；tath五　ca 　dvipadigityau　／　bhavanti　dvibhahgi　n巨ma ；vastu　doh互diyutamEtr巨．
9 ）tihihim　mattau 　paqhamu　pau　hoi ！taha　tiyau　paIpcamau ！biya　cautthu 　ruddaya 　I1血 ttau！

satasatthi 　vi　matta 　niru 　f　sukavi 　alhi 軸 au 　su 曲 u ！Ck．34．　　 10）padhama　viramai 　matta

daha　palpca，　paa　bia　baraha　thavahu，　tia　th蕊irp　dahapamca　jdOahu／c互rima 　egg 五rahah 加 ／pa卑 came

hi　daha　pa卑 ca 　j巨pahu ！attha 　satthi 　pUravahu，　agge 　doh巨 dehu ！r亘asepa 　suprasiddha 　ia　radda

bhapl∬ai　ehu 〃Pp，1．133．　　　　　11）　solahamattarp 　p5盃ulaa ηp／chacacha 即 savhaiaIp 　sarnlculaarp ！

tarTi　cea 　catt 巨racaukkalaamp ／tarロj5pasu　paddhadiEdhuvaam〃 Sb　6．129．　　　　　12）　paddhadi…i

P叫 uje 　i　karemti！te　sodaha 　mattau 　pau　dharemti　／　bihirP　paahim 　jamau　te　rPimmaarpti　／　kadavaa
a些thahirp　jamaahirp　raanti 　！！Sb　8．15．　　　 13）cagarpacatuSke 　sati　paddhadikE ／R5 ．173．
14） cir　nauje 　jo　jo　lir　vante

’
nuprase 　paddhatih／H3 、73　cagarpacatuStayaηp　padante

’
nuprase 　sati
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表 1　韻律書の 記述の推移

ラ ッ ダー律

　　　　　　　 韻律名

パ ッ ダデ ィ カ
ー
律

古ラ
ーサ カ

ラ
ー

サ カ 律

21マ
ー1・ラ型 23マ

ー
トラ型

Jn な し なし 23x2 ÷ 12x2 な し なし
〉

群 鞠
マ ートラ

ー律 ＋

ドヴ ィ パ タ律
な し な し な し なし

Sb
パ フ ル ーパ 律 ＋

ドヴ ィ パ タカ律
4 マ

ートラ × 4 な し
18 ＋

一一，
14で 休止

な し

bゴ

群

R
パ フ ル ーパ 律 ＋

ド
ー

バ カ 律
4 マ ートラ × 4 なし な し な し

韻
律
書
の

記

述

H
マ
ートラー律 ＋

ドーハ ー律

4 マ
ー

ト ラ x4 ，奇数句

jaガ ナ 禁 ，
句末 は v −v もし くは

一一
な し

18 ＋ 一一，
14で休止

4 × 5 ＋ v −，
14 で 休止

oコ丶
O

群
Kd

マ ートラ
ー

律 ＋

ドーバ
ー律

4 マ
ー トラ x4 ，奇数句

jaガ ナ 禁，

句末 は v −v もし くは一一
なし な し

4 × 5 ＋ v −，
14で休止

Ck15
＋ 11 ＋ 15 ＋ 11 ＋ 15

13 ＋ ll ＋ 13 ＋ ll

4 マ
ートラ × 4，

句末 は v −v も し くは
…一． なし な し な し

6

群
Pp15

＋ 12 ＋ 15 ＋ ユ1＋ 15

13＋ 11 ＋ 13 ＋ 11

4 マ
ートラ x4 ，

句末 は v −v もし くは
一一 なし な し な し

表 2　各作 品の 16 マ ー トラ韻律の 句末 ガナ の 出現率

タイ トル 　　　　　　　　　　　　　時期 V −V
主要句末 ガ ナ

VVVV 一VV 一一

ヴ ィ ク ラモ ール ヴ ァ シ
ー

ヤ 　　　　 5 世紀 0lL5 50 7．7

ドーハ ーコ
ー

シ ャ　　　　　　　　 10世紀 6．4 4，544 ．932 ．1

タ ン トラサ ーラ　　　　　　　　　 10〜11 世紀 28．6 7．150 ．1 7．1

パ ウマ チ ャ リ ウ　　　　　　　　　 8〜9 世紀 32．4 1141 ．1 6．3
ハ リセ ーナ チ ャ リ ウ　　　　　　　 13世紀以降 ？ 42．111 ．9 1．9 0．8

paddhatih ！paddhatikety　anye ／asyipav 五dah ！n互tra　viSame 　jagapall　p巨d窃nte 　ca　jagapo　laghu

catu 写tayarp　v 巨 1　　　 15）cih 　paddha ｛1重k巨 ！H ．6．31　caga4acatu 爭kam 　paddhaφka　1　　　 16）

paddhadiy巨 tacaukka叩 carame 　te　majjhakE ，
　na 　visame 　j　o ！tadugam　taga ηo　kharPdam，　cau 　t蕊

mayarp ｝vay 巨ru 　tti〃 Kd　2．22．　　　 17）paya　c盃ri　！havijjahi　sasihi 　ma1ta ！p盃Uharu　gapu　hoi　a！pta　f

causa 卿 kalai　sawai 　gapehu ！paddhadiya　charnda 　ta卑 　vuha 　murpehu 　11　Ck．36．　　 18）caumatt 目

karaha　gapac巨ri　th巨iip，　thavi　a蝋 a　paohara　p五ilロ p訌i叩 1causaゆ i　matta 　pajjharai　i卑 du
，　sama 　c巨ri

p…ia　p鰯 ha4ia　cha 卑 du ！1　Pp．1，125．　　 19）paoharaとは jaガ ナ の こ と Pp．1．17．　　 20）

trayovipaSatir　bhahgurasakam！Jn．5．69　bh巨nt 巨 iti　tu　vartate ！gurvantas　trayovimsal 　laghavo　ya−

the爭tam　miSrit 巨　bhavati　cet　bhahgur…iSakarp　nama 　bhavati！1　dvEdaStivalambanam　／　Jn．5．70　tasyah

pratip瓦damante　prayo　bhak互ro 　bhavati〃 sQnte ！Jn．5。71　ubhe 　r互sakam ！Jn　5．72　ubhe

bha血gur巨sakEvalambane 　sahite 　r五sakam 　ity　ucyate ！　　　 21）ekkavisamatt5piharpau 　udd 互maginl ／

caudas ヨi　viss 証ma 　hobhai　garlaviraithiru　／　r巨s巨bamdhu　samiddhu 　eu 　ahir …imaaru ！lahuatialaava−

s5navirai 　aimahuraaru ／／Sb．8．25．　　　 22）d巨rn互tr互　no 　r互sako 　dhaib　15．3　surarasapiaoakayavahu
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viharEsayaSunia
，
　joiv加davi叩 di観ayasayaI   uOiacaria ！sirisiddhatthanaresarakulac 田巨rayapa

，
　jayahi

jinesara　vira 　sayarabhuvap 亘bhara4a〃 H ，5．3．　　　 23）culgE 　vfi 〃 H ．5．4．　　　 24）tadugam

tadugarp　cagar ；o　galiyayam　aha 　cadugatatigacagapagurU ！1d  jayamaha専agaPapafpcagalahugur ［i

thsayarp　hoi　！1　Kd．2．23．　　 25）Ap 部分 を含め た 第四幕は 後代 の 加筆 も疑 わ れ て い る ．

Velankar（1961）， pp．　33−37，
　Kale

，
　pp．376−377．
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